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不軽に押しのみ之れろうじかノながら、
「俺 徐ゑル タに 縞嵐乙けたリム・う

鋼』納め、、凝 れネ卿て法律聯絡豹
涌き、ｆ逗留先生にお湯を閉し’てぃただすまけも

先生は者豹＼にお湯多痴れ予“矧菊国費照
沼亥の申し立てがてノする二“老女 ”かれ
物寿“夢狩への総しし－錬たけ拶坤ない子

飾包がれ いるねンは 列座乙いきない螺もて

いれイが二錆影 糎のこ乙な彰も

　

丁毒し；辞しく説明し “リあれて

　　　

味ン修し； お経杜しよう 思しＩました

　　　　

なぜか 穏 “不孝な気持ちが



芽多Ｌィキう有効がした比をぢも
弔おてし・ます。
先生のお平復で瀬尾物炎から′生彩後が

もちＬわけ多額り、「才腕正当ィょお金の

鏑 木、ずょ卯、劣り 苧生水争おしをて“ ’
こ こ多は ネムししＺ７て “／も大き な力にガン

ましも

御紬ゅてから桃樽膨 れのあのりは

精細ねンも大破しダ ルたですが；

法群のこ Ｌ１ く 髪、年りな 忍が、湯まで

↓れず；のり 亦参し 先生のも乎象です。
％座しニこい亦日乞彰・１れ 本多Ｌ＊－》

た 魂ャ、愁 激し仰；。
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忍は れから 秒もｚ 殉に条来賜れ、て
歩ん℃’し・をも）魂・・し唆す

乾瑳ずうる▽お身体にお気多“て

　　　　　　 　　　　　　　　　　　


